
症
対
策
応
急
キ
ッ
ト
を
配
置

し
、
ク
ー
ル
オ
ア
シ
ス
と
し

て
広
く
周
知
し
て
い
る
。

　
　

花
手
水
イ
ベ
ン
ト
の
協

力
者
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
、

費
用
の
支
援
策
は
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

　
　

無
理
の
な
い
範
囲
で
の

協
力
を
依
頼
し
て
お
り
、
お

も
て
な
し
観
光
局
よ
り
水
鉢
、

浮
き
球
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を

貸
与
し
、
一
定
の
負
担
軽
減

が
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
行
政
に
よ
る
支
援
は

必
要
最
小
限
で
あ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　
　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
な
ど
を
行
い
参
加
者
に

費
用
を
支
援
す
る
の
は
ど
う

か
。

　
　

出
来
る
範
囲
で
の
お
も

て
な
し
が
、
コ
ン
セ
プ
ト
で

あ
り
、
花
の
準
備
が
大
変
だ

と
い
う
声
は
真
摯
に
受
け
止

め
る
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
花
手
水
ト
イ
レ
対
策

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
事
業

熱
中
症
の
対
策
・
花
手
水
ｗ
ｅ
ｅ
ｋ

協
力
者
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

橋 

本 

祐 

一
（
み
ら
い
）

　
　

全
国
で
は
、
令
和
３
年

５
月
か
ら
９
月
の
間
で
緊
急

搬
送
人
員
が
４
万
７
８
７
７

人
、
そ
し
て
約
80 

人
の
尊
い

命
が
奪
わ
れ
て
お
り
、
行
田

市
に
お
い
て
市
民
の
安
心
・

安
全
な
生
活
を
守
る
た
め
に

対
策
が
求
め
ら
れ
る
が
、
熱

中
症
の
対
策
に
つ
い
て
周
知

な
ど
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　

熱
中
症
の
周
知
啓
発
活

動
に
つ
い
て
は
、
市
報
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、

公
共
施
設
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲

示
や
チ
ラ
シ
の
配
架
、
消
防

本
部
に
お
け
る
救
急
講
習
時

の
チ
ラ
シ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
な
ど
を
通
じ
て
市
民

へ
の
注
意
喚
起
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
外
出
中
に
気
分

が
悪
く
な
っ
た
場
合
に
備
え

地
域
公
民
館
、
総
合
福
祉
会

館
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
市
内
25
施
設
に
経

口
補
水
液
、
冷
却
材
、
冷
却

用
水
、
体
温
計
、
タ
オ
ル
、

う
ち
わ
な
ど
の
入
っ
た
熱
中

7　　ぎょうだ議会だより

市政に対する	一般質問市政に対する	一般質問市政に対する	一般質問市政に対する	一般質問

問

問問

答

答答

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
。

　
　

各
種
が
ん
検
診
の
受
診

率
ア
ッ
プ
に
向
け
、
各
種
団

体
と
の
連
携
は
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
来
た
か
、
ま

た
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

　
　

集
団
検
診
と
個
別
検
診

を
併
用
し
て
行
っ
て
い
る
。

市
医
師
会
の
協
力
の
下
、
毎

年
６
月
か
ら
翌
年
２
月
の
９

カ
月
間
の
間
に
、
身
近
な
医

療
機
関
で
本
人
の
都
合
に
合

わ
せ
た
日
程
で
受
診
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
　

公
民
連
携
を
掲
げ
て
、

「
子
宮
頸
が
ん
予
防
啓
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
立
ち
上
が

っ
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
に
際
し
、
具
体
的
な
取
組

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

市
民
が
子
宮
頸
が
ん
で
苦
し

ま
な
い
た
め
に
市
と
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
賛
同
す
る
団
体
・

企
業
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
生
か
し
て
主
体
的
に
予
防

啓
発
に
取
り
組
む
も
の
で
あ

る
。

観
光
行
政
・
市
民
の
命
を

守
る
た
め
に

柴
﨑 

登
美
夫
（
新
政
策
研
究
会
）

　
　

県
内
初
の
登
録
Ｄ
Ｍ
Ｏ

に
認
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
本

市
の
観
光
は
大
き
く
変
わ
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
今
後

に
期
待
す
る
こ
と
は
何
か
。

　
　

秩
父
市
、
川
越
市
に
並

ぶ
埼
玉
県
第
３
の
観
光
地
と

し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
を
形
成
、

確
立
し
、
観
光
消
費
の
拡
大

を
通
じ
地
域
経
済
を
活
性
化

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　

ま
ち
ぐ
る
み
で
取
り
組

ん
で
い
る
花
手
水
や
市
の
職

員
が
手
作
り
で
行
っ
て
い
る
、

忍
城
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン　

ト
の
成
果
に
よ
り
、
ま
ち
に

賑
わ
い
が
生
ま
れ
て
い
る
が
、

こ
の
様
な
成
果
を
今
後
ど
の

よ
う
に
充
実
さ
せ
る
の
か
。

　
　

好
評
と
な
っ
て
い
る
行

田
花
手
水
ウ
ィ
ー
ク
や
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
こ
の
取
組
に
共
感
し

て
も
ら
え
る
花
手
水
の
参
加

者
を
増
や
す
と
と
も
に
、
演

出
に
さ
ら
な
る
工
夫
を
凝
ら

し
、
何
度
訪
れ
て
も
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
観
光
地
と
し
て

問問

問問

答答

答答

る
に
は
、
接
種
対
象
者
等
に

対
し
、
接
種
に
つ
い
て
検
討
、

判
断
す
る
た
め
に
必
要
な
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
が
接
種

率
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

●
男
性
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ

ー
ボ
ッ
ク
ス
（
汚
物
入
れ
）

の
設
置
を

　
　

前
立
腺
が
ん
や
膀
胱
が

ん
と
診
断
さ
れ
た
男
性
は
年

間
10
万
人
以
上
で
あ
る
。
手

術
の
影
響
で
頻
尿
や
尿
漏
れ

の
症
状
を
起
こ
す
た
め
尿
漏

れ
パ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る

方
々
の
た
め
、
本
市
で
も
男

性
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ

ッ
ク
ス
（
汚
物
入
れ
）
を
設

置
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　

公
共
施
設
の
多
目
的
ト

イ
レ
25
施
設
、
男
性
用
個
室

ト
イ
レ
４
施
設
に
設
置
し
て

い
る
が
、
設
置
箇
所
の
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
中
学
校
部
活
動

○
小
中
学
校
の
統
廃
合

○
学
校
給
食

行
田
市
子
宮
頸
が
ん
予
防

啓
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

梁
瀬　

里
司
（
黎
明
21
）

　
　

行
田
市
子
宮
頸
が
ん
予

防
啓
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
ど
の
よ
う

な
活
動
を
行
う
の
か
。

　
　

市
民
が
子
宮
頸
が
ん
で

苦
し
ま
な
い
た
め
に
、
本
市

と
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
賛

す
る
団
体
・
企
業
等
が
主
体

的
に
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
啓

発
に
取
り
組
む
も
の
で
、
具

体
的
に
は
本
市
に
お
い
て
市

報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
広

報
媒
体
を
活
用
し
た
、
予
防

啓
発
や
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
参
加
団
体
等
の
拡
大
に
関

す
る
取
組
等
を
行
う
。

　

一
方
参
加
団
体
等
に
お
い

て
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
予
防

等
に
関
す
る
周
知
啓
発
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
や
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
、
予
防
講
座
の
開

催
な
ど
を
行
っ
て
も
ら
う
。

　
　

接
種
率
の
向
上
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　

本
市
の
接
種
率
は
令
和

元
年
度
０
・
06
％
、
令
和
２

年
度
１
・
35
％
、
令
和
３
年

度
５
・
45
％
。
接
種
を
進
め

問問

問

答答

答




